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立候補役員名 全道理事

（ふりがな） すが 男 西暦

氏名 菅　しおり 女 1959年　3月　3日

勤務先名

会員番号 21468 市町村

主な活動歴

立候補理由・
抱負

推薦者-① 本間　孝輔 会員番号 45491

推薦理由

推薦者-② 吉田　浩 会員番号 46505

推薦理由

推薦者-③ 中田　雅美 会員番号 33653

推薦理由

江別市

北海道社会福祉士会主催　介護支援専門員模擬試験講師
介護給付等費用適正化事業の講師　　　成年後見人の受任
道央地区石狩ブロック　幹事2014年～2016年12月4日
道央地区　支部長　　　2016年～現在に至る　　　江別市社会福祉士会（ESSA）会長
特定施設での管理者業務、介護支援専門員、相談援助業務

昨今の社会情勢を見ると高齢者問題、障害、貧困など多くの問題が複雑化している事を感じます。こ
の様な世の中にあって、社会福祉士に対する期待も大きくなっていると思います。社会福祉士が世の
中に浸透して専門職として無くてはならない存在と認められる為にも、職能団体である社会福祉士会
が中心となり、社会への発信を行う事が重要と考えます。私は社会福祉士が社会に理解される事が
重要と考え、今回道央支部の推薦を受けて立候補する事としました。
理事になる事ができましたら、一生懸命働く所存でおります。
皆さまの大切な1票を、私に託して頂きたくお願いをいたします。

菅氏は自己研鑽に励みながら社会福祉士会の周知、啓蒙、イベント案内のため会員、会員外の社会
福祉士へ積極的に情報提供を行うことで社会福祉士会の活動をオープンにすることを意識して活動
されています。また、江別市内において高齢・障害・児童・医療・教育・行政など多様な機関で勤務さ
れている社会福祉士が互いの機関の機能、所属する社会福祉士の役割等を十分に把握、理解でき
ていない実情を踏まえ、社会福祉士同士が交流を通じて、お互いの業務を理解し合い、より良い人間
関係を作り上げるため江別市社会福祉士会(ESSA)を設立させるなど、自身のネットワークを生かして
多職種との連携の橋渡し役としても尽力されています。福祉専門職としての豊富な経験・知識と行動
力・実践力を兼ね備え、誰からも信頼される人間性を持っていることから、当会活動においてもその
力量を発揮していただきたく推薦させていただきます。

江別市で社会福祉士会を立ち上げ研修企画等を行ない、市内の社会福祉士のスキルの向上につな
がっているので、理事になっても社会福祉士会の力になると思い推薦しました。

当該立候補者である菅氏と私は、所属先である札幌学院大学のある江別市で関わりがはじまりまし
た。菅氏は、同じ社会福祉士でも、所属先や職種が異なれば交流することも少なく、相互理解も進ま
ないという問題意識から、2015年7月に江別市内で住む、働く社会福祉士が集まる「江別市社会福祉
士協会（通称：ESSA）」を立ち上げました。現在も2ヶ月に1回の勉強会と運営メンバー会議が続いて
います。このESSA、構想自体は何年も前からあったと聞きましたが、バランス感覚のよい発起人の呼
びかけ、そして何より「やろう」という想いと行動力はメンバーの誰よりも強いと感じています。
　複雑化・多様化する福祉ニーズに対応できうる人材が強く求められる中、地域に根付き、看護師資
格を持ちながら社会福祉士にアイデンティティを持つ立候補者が北海道社会福祉士会で果たす役割
は大きいと考えます。私中田雅美は、菅しおり氏を推薦いたします。

性別 生年月日 年齢 57歳

(株)トーアいこいの杜


